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精神障害者家族全国組織結成６０周年記念大会に参加 副理事長 倉澤政江 

  ―２０２６年３月１２日（木）四谷区民ホール― 

 

「みんなねっと」が主催する家族会結成６０周年記念大会に参加しま

した。当初オンラインでと考えていましたが、イタリアの精神科医ロベ

ルト・メッツィーナ氏横浜講演会で福祉新聞の福田さんにお会いした折

り「記念大会に上映される『人間の記録』は大変貴重なフィルムらしい

ですよ、一見の価値ありです」とお聞きし、ドキュメンタリー映画好きの血が騒ぎ、地下鉄乗り

換えで迷いながら四谷区民ホールまで出かけました。 

午前の部はビデオメッセージ、白石弘巳氏講演、午後の部は全国家族ニーズ調査報告、フィル

ム上映、シンポジウムと続きました。このニュース紙面では特に印象に残ったフィルム上映を中

心に報告いたします。 

ビデオメッセージは茨城、東京、京都の 3 家族連合会と 2023 年に蔭山正子先生と家族がオ

ンラインを通して交流を持ったイギリスの家族会 RETHINK からもメッセージが寄せられまし

た。 

白石弘巳先生の講演は「精神医学、精神科医療と家族会の 60 年～その先にみえているもの～」

と題しての話。1965 年を起点として社会の動きや時代のうねりの中で精神科医療と家族会の変

遷のお話は分かり易く、多くの先人達の熱い思いが今に繋がっている、過去を学ぶことは次の前

進に繋がると思った講演会でした。 

午後に入り、ニーズ調査報告の後は映画「人間の記録 分裂病に抗して」上映（約４０分） 

NPO 法人・コンボの丹羽大輔さんが上映に至るまでの経過を話されました。 

2007 年の全家連解散時に 16 ㎜フィルムの入った箱を預かりこれまで大切に保管してきたと

のこと。制作は岩波映画社、制作年代は 1963 年～64 年頃。シナリオは島崎俊樹先生（元東京

医科歯科大教授）が作り、世間に精神障害者に対して人間的な関わりの大切さ、働きかけにより

患者が良くなることを訴え、病院の暗いイメージを変え新しい医療の姿を映像に込めたといいま

す。背景には効果音が入り映画の斬新さを感じた、と丹羽さん。 

映画の舞台は茨城県立友部病院（現・茨城県立こころの医療センター）。 舗装されていない

道を車は土埃を上げて進んでいくシーンから始まり、建物内外での入院患者の様子が隠されるこ

と無く映し出されます。食事の場面、服薬の様子、タオルをたたむ作業中は声を揃えての歌声が

流れ、一瞬青春映画かと錯覚しました。園芸、木工等の院外作業、卓球、フォークダンス等のレ

クリエーション風景。ナース帽白衣の看護婦が患者と一緒に踊り、白球を追っている姿は何故か

新鮮でした。カメラは入院した大学 2 年の女子学生を映します。緊張しこわばった表情の彼女は

食事も拒否し、世界の全てを拒む険しい表情をみせています。そんな彼女も看護婦の声かけ、薬

物治療、レクリエーションを通して日増しに表情に柔らかさが戻り笑顔を見せることが多くなり、

元の快活な女子大生の姿が映ります。精神障害者への偏見が強い世間に抗いたいという島崎先生

の意志を感じました。今はその頃に比べれば科学的な研究も進み、薬物治療の効果も上がり、保
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健福祉制度も良くなりましたが何か大切な物を失っているような気がして、胸に重いものが残り

ました。他での上映は考えていないとのことですが、多くの皆さんに観ていただきたい作品です。 

最後のシンポジウム ―家族ケアからの解放をめざして・精神保健医療福祉の明日を共に描

く― 

本人、家族、精神医療、地域福祉、法制度、夫々の立場からの発言がありました。本人の立

場から、さざなみ会の堀合悠一郎さん、KP 神奈川精神医療人権センター電話相談ボランティ

アの風書なおきさん、関好江さん、三輪明広さんが登壇しました。「病院訪問に行くと専門家の

みよりピアがいると同じ経験者だからか相手が緩んでくれるのがわかる」 

「ダブルケアの経験者として家族まるごと支援が必要。制度として家族を支える仕組みが欲

しい」 「医療と福祉の連携が大切、家族がいないから退院出来ない、は理由にならない」 

「自分の当事者性を役立てて生きていく」 「良い資源と出会っていくことが大切」 日頃の活動

を通して本人の立場からの発言は気づきや学びがあります。 

１０時から１６時半過ぎまでのプログラムで疲れはしましたが、貴重な映画を観ることがで

き思いがけない出会いもあり頑張って行って良かった記念大会でした。 

浜家連の動き   ・・・・・・・ 

横浜市への要望（案）検討中！！  

制度的に精神障害の施策は遅れていて、他障害との格差はもとより、各市町村の財力の違いか

ら地域間格差も生まれていますが、継続して行政に訴える必要があります。 

この病気の障害特性により、現行制度が当事者に満足いくものになっていない点も多くあるよ

うに思います。市への要望の検討は現在も続いていますが、途中結果の概要をお知らせいたしま

す。 

１．精神障害者への医療費助成制度の拡充 

  精神１級 重度障害者医療費助成制度（入院費の無料化） 

  精神２級 精神科以外の他科(歯科、内科等)の医療費軽減(1 割)、入院医療費助成 

２．“にも包括”構築推進関連 

 ・家族支援強化  家族による家族学習会の推進、家族教室の全区開催  

 ・アウトリーチ(訪問型支援)の拡充  先行保土ヶ谷区の市内横展開 

 ・教育委員会･教育機関  ひきこもり対応、教職員･生徒･学生の精神障害理解促進 

３．相談支援体制の充実  

「横浜市障害者相談支援事業実施要綱」によれば、相談実施機関は、一次と二次に分類さ 

れていて、「一次」は、区福祉保健センター、精神障害者生活支援センター等を含み、 

広範な情報提供・相談を行い、個別的な専門性が必要な場合は、「二次」を含む関係 

機関と連携を図りケアを実施することとなっています。 

広範な情報提供・相談では解決しない、精神疾患固有の、不安や心配に起因する 

問題、家族との関係、生活のしづらさ等を相談できる「二次」の充実を求めます。 

４．精神科入院患者の人権擁護 

 ・薬物治療だけに頼らない適切な治療。隔離、拘束を無くして安心して治療が受けられる

こと。精神科特例の廃止。長期入院の廃止 ・虐待通報窓口…虐待根絶 

５．ケアラー支援条例の実現  

６．診断書の無料化  ∵障害年金、障害者手帳、自立支援医療の申請･更新の都度必要 

７．無年金、年金増額、障害等級変更 

           ∵国の問題。制度の使いづらさ、等級審査の不透明さ 

８．福祉パスの IC カード化    ∵外出の妨げ･他人の視線 

９．６５歳当事者への対応  ∵障害当事者の立場に立った選択のこと 

障害年金 vs 老齢年金、障害福祉サービス vs 介護保険福祉サービス 
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※ 昨年８月７日、横浜市へ提出した「2026 年度(令和8 年度) 横浜市予算編成に対する要望」

の市からの正式回答が、３月 25 日にありました。 

※ ホームページに掲載予定ですのでご覧ください。 

 

家族学習会が開催されました。 

 
◆２０２６年１月～３月にかけて C ブロック （のぞみ、 わかば

会、 もみじ会、みなと会、みなみ会、 なぎさ会）で家族学習会が

行われ、無事終了しました。参加者から、感想が届いています。 

C ブロック「家族による家族学習会に参加して」   C・M 

初めて家族学習会に参加させていただき大変充実した貴重な時間を持つ事ができ、皆さま

と話ができた事で気持ちも穏やかにリラックスできた二ヶ月間となりました。 

学習会では、息子のこれまでの症状を振り返る機会にもなり、本人が当時とても苦しんで

いた毎日を思い、親としての対応を反省するばかりでしたが、皆様から教えられ、気づかさ

れる事が多く、今後も引き続き勉強をしていかれればと思いました。 

この精神的な病気は、過去の嫌だった事、悔しい気持ち、トラウマ等が原因である事が多

いように思いました。ただ本人が「安心できる人や場所」に繋がる事は中々難しく、更に子

供自身が悩みを言葉にする事はかなり難しいのではと思いました。 

以前、あるラジオで『子供が過去の事で親を責めたらまず謝って下さい』と聞いた事があ

りました。親の都合で我慢させてしまった事、寄り添ってあげられなかった事を子供に謝る

事は、成長した子供の為にしてあげられる親の役割なのかもしれません。過去は変えられま

せんが、子供に謝る事で「苦しい過去」から子供がようやく解放され、症状の緩和に少しは

繋がるのかもしれないと思いました。 

大学生の息子は、事あるごとに小学生から今までの嫌だった事をイモづる式に訴えるので

すが、一番苦しいのは本人だと、常に思えるようになり以前より寄り添う事ができるように

なりました。 

佐々木正美先生の『障害を受容する過程として 11 の段階』のテキストでは、 

「悩みのなさそうな生活を送っている人がうらやましい、妬ましい」との感情は、まさに

息子がこの春休みに何度も口にしていた事でした。「人は言わないだけで誰でも何かしら辛

さを抱えているよ」と親としては言いたいところですが、これは誰にでもある自然な感情な

のだと気づかされました。 

家族学習会に参加させていただき本当に良かったと感謝しております。家族会、事務局の

皆様ありがとうございました。子供達の大事な時期にこのような辛い病気が繰り返されない

社会になる事を願っております。 

                                    

◆本を読んでみませんか ◆ 

20２４年の第１回市民メンタルヘルス講座で講師してくださいまし

た。伊勢田尭先生から、以下の本につていてご連絡をいただきまし

た。「 講演でお話した内容を詳しく報告したつもりです」との

ことでした。生活臨床の探求 

“どう直すか”から”どう生きるか”の支援へ 

伊勢田尭、小川一夫、長谷川憲一 編著 

本人みずからの「指向する課題」を見いだし、それを家族支援者と共

有し、生きがいのある生活を築くために共に取り組むプロセス、それ

こそが生活臨床の核心である。本書に掲載された豊富な事例からも分かるように、生活臨床
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のアプローチは、基本対象である統合失調症だけでなく、（躁）うつ病や他の精神疾患にも

有効である。 

                                                   

単会からのたより    

 

瀬谷区・あじさいの会から   あじさいの会 岡本 久恵 

瀬谷区・あじさいの会は相鉄線三ツ境駅より徒歩 15 分くらいのせや

まる・ふれあい館で定例会や役員会等の活動を行っています。せやまるの中には区社協、地

域ケアプラザ、区民活動センター、生活支援センターも入っています。ロッカーやメールボ

ックスも借りることができ、静かな恵まれた環境で活動しています。 

定例会の参加者は駅から遠いこともあり年々減少していますが家族 SST として高森先生

から学んだり語り合いも充実しています。 

◆3 月の定例会 

・要望として診断書の無料化は長年にわたる願いですが医療機関によってかなりばらつきが

あるのでせめて一律 3,000 円くらいにしてほしいという声が多くあがりました。 

・賃貸住宅の家賃は高いので、持家は売らない方が良いのか？ 

最後の家じまいはどうしたらよいか？等、住まいに関する不安や当事者が 65 歳近くにな

った時の介護保険移行についての話題もでました。 

・4 月の定例会は「ハイツかもめ」の見学を企画しました。 

 

§イベント情報 § 

    ◆ NPO 法人 浜家連 第１８回通常総会 ◆ 

 日 時：２０２６年５月２９日（金）13:００～15:００ 

会 場：横浜ラポール２階 大会議室 

   【議案】 

①２０２５年度事業報告（案）及び収支決算（案）について  

 ②２０２５年度会計監査について 

 ③２０２６年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

   ④理事の選出について 

 ⑤役員の選出について 

【その他】 

 ・地域作業所、施設長の挨拶 

   

 

【編集後記】 

   編集委員の方々のご苦労とがんばり、皆様のご協力で「横浜市の健康保健福祉ガイ

ド 第１４版」がホームページに掲載されました。当初は１００ページ程でしたが、１

４版では２００ぺージを超えています。それだけ社会資源が増え、充実したとい事で

しょうか。 

折に触れて多くの方々にホームページをご覧いただき、参考にしていただければと

思います。さらには、我々が横浜市へ要望したことが制度化され、このガイドブック

に掲載できることを望みます。              事務局 中居 


